


















































65+: 5 cm， Vロート流下時間10士5秒，ボックス試験値2cm以内の各試験値を提案し.この試験値を得
るためのコンクリート配合を見出し，同時に間違空間の上面に空隙を生じさせないための空気孔の数と位
置についても提案している。ついで，鋼殻の上市鋼板の補剛材付近に未充填部が発牛した場合の部材のifr1
力低下について実験的に調べ，補剛材である形鋼の高さと同程度の末充填部を有する場内で，曲げ耐力で
約20%，せん断耐力で約30%の低下があることを明らかにしている。
つぎに，実際の沈埋トンネル函体で、の建設現場における施工管理システムとその運用法を提案している。
すなわち， 11副本で約6000m~ の高流動コンクリートの市中プラントでの製作，現場への搬送，函体への
コンクリート打設の各過程における材料の品質管理基準，アジテータ車の作業時間と作業間隔，ポンプ車
による打設手順と筒先管理など細部にわたる項目の設定ならびにそれらの運用体制を提案し各過程での
試験施工によりそれらの妥当性を検証している。
最後に， コンクリート硬化後の鋼設内部での空隙または空洞の検査のために.既往の非破壊検査法を検
討し，管理目標値である 5mm程度の未充填深さが検出できる放射線法が最も適していることを見出して
いる。
以上に述べたように，幅が約35m，高さが約10m， 1函体の長さが約100mである大規模構造の沈埋ト
ンネルi生i体に高流動コンクリートの適用という世界でも初めての試みに関連させて，高流動コンクリート
の基本特性から現場施て管理システムまでの一連の研究を通して得られた本論文の知見は有意義であり，
構造工学およびコンクリート工学の発展に寄与するところが大きいと判断する。よって，本論文の著者は
博上(工学)の学位を授与される資格があるものと全員異義なく認めた。
一九2f;--
